
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
巡
回
診
療

一
筆
一
脈
戮
感
知
Ｆ

　
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
展
開
し
て
い
る
長
期
プ
ロ
ジ

4
:
:
I
Q
‘
4
:
２
看
護
婦
が
活
動
報
告
会

エ
ク
ト
に
参
加
し
た
看
護
婦
の

活
動
報
告
会
が
二
十
五
日
夜
、

岡
山
市
奉
還
町
二
の
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
。

同
国
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の

女
性
二
人
の
現
地
リ
ポ
ー
ト

に
、
大
勢
の
市
民
た
ち
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。

　
紛
争
や
災
害
な
ど
の
発
生
時

に
派
遣
す
る
緊
急
救
援
に
比
べ

て
、
関
心
が
集
ま
り
に
く
い
地

道
な
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
開
催
。
小
児

病
院
開
設
や
巡
回
診
療
な
ど
約

十
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
看
護

婦
と
し
て
赴
任
、
こ
の
ほ
ど
帰

国
し
た
村
中
浩
子
さ
ん
（
二
六
）
＝

広
島
市
在
住
＝
と
、
俣
崎
希
代

子
さ
ん
（
よ
）
日
日
熊
本
市
在
住
日
日

の
二
人
が
報
告
し
た
。

　
二
人
は
、
先
月
二
十
三
日
か

ら
約
一
ヵ
月
間
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
活
動
を
報
告

す
る
俣
崎
希
代
子
さ
ん
（
左
）

と
村
中
浩
子
さ
ん

の
メ
ッ
テ
ィ
圭
フ
地
区
な
ど
に

滞
在
。
現
地
で
巡
回
診
療
や
栄

養
指
導
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　
村
中
さ
ん
は
「
注
射
針
を
他

の
ご
み
と
一
緒
に
捨
て
た
り
、

画
び
ょ
う
代
わ
り
に
使
っ
て
い

た
。
け
が
や
感
染
症
の
も
と
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
『
針

は
危
険
』
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
努
め
た
」
な
ど

と
説
明
。
俣
崎
さ
ん
は
「
検
査

試
薬
や
高
度
な
器
具
が
な
く
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
診
断

を
下
し
て
い
た
姿
を
み
て
、

『
医
療
の
原
点
』
を
感
じ
た
」

な
ど
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
産
経
新
聞
社
提
唱
の

　
「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
な
ど
を

も
と
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
昨
年
十
一

月
、
同
地
区
に
開
設
し
た
「
ミ

ャ
ン
マ
ー
こ
ど
も
病
院
」
に
も

触
れ
、
「
新
し
い
治
療
の
機
材

を
導
入
す
る
な
ど
し
て
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
足
り
な
い
の
が
悩
み

の
種
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。
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